
＜別紙１＞

第三者評価結果報告書

①第三者評価機関名

公益社団法人神奈川県介護福祉士会

②施設・事業所情報

名称：ピノキオ幼児舎茅ヶ崎保育園 種別：認可保育所

代表者氏名：中山 祥子 定員（利用人数）：     ５８名

所在地：〒253-0054 茅ヶ崎市東海岸南２－６－９ 共生ビル２階                       

TEL：０４６７－５７－６１５１ ホームページ：https://www.dream-w.net/

【施設・事業所の概要】

開設年月日：２０１８年４月１日

経営法人・設置主体（法人名等）：ドリームワールド株式会社

職員数 常勤職員：      １６名 非常勤職員        ５名

専門職員 保育士        １３名

保育支援員       ２名

栄養士         ３名

施設・設備

の概要

保育室６ 事務室

③理念・基本方針

＜保育理念＞

ひとりひとりに、のびやか保育

  愛情をもって愛情を育てる。

  創造力をもって創造力を育成する。

＜５つのお約束＞

・ピノキオのテーマは「のびやか保育」です。

・ピノキオは、保育はクリエイティブだと考えています。

・ピノキオは、お子さまひとりひとりを見つめ、大切にします。

・ピノキオは、お母さんお父さんとともに進みます。

・ピノキオは、「学び」を育てます。

④施設・事業所の特徴的な取組

〇天気の良い日は、近隣の１４～１５か所の公園に散歩に出掛けている。子どもたちの

希望を聴いて、どこに行くかを決めて戸外遊びをしているが、海が近いため、公園に

いる時の津波の発生を想定し、それぞれの公園からの避難場所を決め、「津波時避難

経路・避難場所」のマップを手作りしている。保育士は地震や津波発生時の避難場所

が決められているので、安心して散歩に出掛けている。保護者にも避難場所を伝えて

いる。

〇第三者の機関による利用者アンケートを毎年定期的に行っている。利用者アンケート

は開園時より実施し、社内他園との比較や前年度との比較などを行い、分析結果を職

員全体で共有している。アンケート結果は報告書としてまとめ、運営委員会で保護者

に公表している。また、利用者アンケートの結果は、内容を分析し、改善内容をまと

め、社内４園の園長会で報告し、様々な意見を聴いて、より良い保育園づくりにつな

げている。



⑤第三者評価の受審状況

評価実施期間 ２０２２年９月１日（契約日） ～

２０２３年２月８日（評価結果確定日）

受審回数（前回の受審時期） １回（    年度）

⑥総評

◇事業所の特色や努力、工夫していること、事業所が課題と考えていること等

〇ドリームワールド株式会社は、ピノーコーポ―レーションのフランチャイズとして、

県内で４園の保育所を運営している。ピノキオ幼児舎茅ヶ崎保育園は、開設５年目の

保育所で、「のびやか保育」の理念に沿って、０～５歳児５８名の子どもたちの保育

にあたっている。

〇保育士は、性差で決めつけず、個性を大切にして、子どもたち一人ひとりの思いや発

想を大事している。子ども同士にトラブルが生じた時には、お互いの話をよく聴き、

年齢に応じた関わりを行っている。特に、年中や年長の子どもの場合は、周りの子ど

もたちの意見を聞いたり、お互いの気持ちを伝え合ったり、自分たちで解決ができる

ようにしている。

〇それぞれのクラスで、子どもたちの手の届く場所にいろいろな玩具を置き、いつでも

自由に手に取り、遊ぶことができるようにしている。園の周辺には自然が多く、公園

があり、天気の良い日は戸外に出かけ、雨天の日は制作やリトミック、運動遊びなど

を取り入れている。公園には異年齢の組み合わせで出かけ、いつもと違う関わりが持

てるようにしている。行事の際には、年中・年長クラスでは子どもたちが話し合いを

行って内容を決めている。

〇０歳児は、同じ保育士が保育できるように配慮し、情緒の安定を図りながら、愛着関

係を築いている。オムツ交換は決められたスペースで「お尻きれいにしようね」「気

持ちいいね」など、子どもの気持ちを代弁するよう声掛けを行っている。離乳食は、

未食の食材など、保護者と栄養士が直接話す機会を作り、相談できるようにしている。

ハイハイ、つかまり立ち、歩行などで自由に探索活動が十分に行えるよう、室内の整

理整頓を心がけている。

〇１、２歳児は、日々の発達や行動を保育士間で共有し、子どもたちに対して同じ認識

のもとで、同じ対応ができるよう心がけている。また、「じぶんでやりたい」という

気持ちの芽生えを大切にしている。自分でできたときの充実感や満足感を味わい、も

っとやりたいという気持ちを持てるよう支援している。友だちへの興味関心など、状

況に合わせて言葉を代弁し、気持ちを伝えたり、ごっこ遊びの中で「かして」「どう

ぞ」などのやりとりの仲立ちを行っている。

〇３歳児と４歳児は、オープンな環境で過ごしているため、年下の子どもに優しくした

り、年上の子どもに教えられ、チャレンジするなど、社会性が身につくようになって

いる。思いやりの気持ちや、自己肯定感を育む機会を得ている。ケンカなどトラブル

の際は、前後を把握し、全体を見て対応するようにしている。５歳児は、日々の活動

の内容を、子どもたちが話し合いで決めている。子どもたちが意見を出し合う中で、

一人ひとりの気持ちや意見を、皆で考えて進められるよう保育士が関わっている。

〇子どもの登園時には、必ず一人ひとりの検温と視診を行っている。視診は保護者のい

る間に行い、気になることがある場合は、その場で確認するようにしている。また、

睡眠チェック表を用いて、０歳児は５分毎、１、２歳児は１０分毎、３～５歳児は３

０分毎に、呼吸や顔色、体位などの状況を確認している。午睡の時間を利用し、職員

が事例などでSIDS（乳幼児突然死症候群）の勉強を行っている。

〇年度の初めに年間食育計画を作成し、各クラスの月間指導計画に反映している。コロ

ナ禍により食育活動に制限はあるが、園長や本部と相談のもと、感染症対策をし、で

きる範囲の活動を行っている。栄養士の直接指導の下、子どもたちが上新粉を使って



お月見団子を作って飾っている。今年度は幼児クラスは買い物に行き、５歳児はかき

氷作り、非常用の防災食のご飯作りと試食を行っている。食育だよりを毎月発行して、

季節の行事や旬の食事など、食に関する情報を提供している。食事については、無理

強いや、絶対に食べなければいけないという指導はしていない。全部食べられること

の喜びを味わったり、自信を持つことができるよう、子どもたち個々の状況により、

食事量を調整した盛り付けを行っている。

〇常勤及び非常勤の職員全員が、年度初めに保育目標とマナー目標を立てている。園長

との個人面談は、５、１０、２月の年３回行い、具体的な取り組みの状況などの話し

合いを行っている。職員は「自己評価シート」を用いて、９月と１月に自己評価に取

り組んでいる。

⑦第三者評価結果に対する施設・事業所のコメント

開園して５年目となり、今回第三者評価を受審させていただきました。

開園から現在までの保育園の歩みを振り返り、私たちの保育の中で今後も継続すべき

点、そして改善点を明確にすることができました。また、コロナ禍を経て世の中が大き

く変化している事を痛感する現状の中で、子どもたちの未来、保育園としての未来に向

けて予測し、私たちのあるべき姿等を職員同士で話し合うとても良き機会となりました。

今回の受審で見えてきた課題にこれから真摯に向き合って参りたいと思います。

調査員の方が最初に「第三者評価は、保育園が今よりも良い方向に向かっていくため

の機会としてお手伝いをさせていただくもの」といった趣旨をお話しくださいました。

初めての第三者評価で不安もありましたが、その言葉に励まされ、現状をありのままに

見て頂き、助言をいただけました事を心から感謝申し上げます。

⑧第三者評価結果

  別紙２のとおり



＜別紙2-1（共通評価　保育所版）＞ （2021.4）

第三者評価結果　
事業所名：ピノキオ幼児舎茅ヶ崎保育園

共通評価基準（45項目）

Ⅰ　福祉サービスの基本方針と組織
１　理念・基本方針

（１）　理念、基本方針が確立・周知されている。 第三者評価結果

【１】
Ⅰ-１-（１）-①
　理念、基本方針が明文化され周知が図られている。

a

＜コメント＞

２　経営状況の把握

（１）　経営環境の変化等に適切に対応している。 第三者評価結果

【２】
Ⅰ-２-（１）-①
　事業経営をとりまく環境と経営状況が的確に把握・分析されている。

b

＜コメント＞

【３】
Ⅰ-２-（１）-②
　経営課題を明確にし、具体的な取り組みを進めている。

b

＜コメント＞

３　事業計画の策定

（１）　中・長期的なビジョンと計画が明確にされている。 第三者評価結果

【４】
Ⅰ-３-（１）-①
　中・長期的なビジョンを明確にした計画が策定されている。

b

＜コメント＞

ピノキオの理念や基本方針、保育内容は、園規程や重要事項説明書、パンフレットに記載して周知を図っている。保護者には、園見学
や入園時面接で、パンフレットや重要事項説明書を用いて、ピノキオ幼児舎の理念の一つ「意欲と思いやりを持ち、好奇心に溢れる元
気な子どもを数多く育てること」を丁寧に説明している。保護者とは入園後もコミュニケーションを図る機会を積極的に作っていきた
いと考えている。年３回、内部研修を開催して、園の保育理念や保育内容などを言語化して、理念と保育士個々の保育観のすり合わせ
を行い、保育士全員が意見を述べ合い、保育内容について考える機会を設けている。

月１回、社内４園の園長会を開催して、利用率や地域の状況などを伝え合い、情報を交換しながら、今後の対応などを検討している。
３ケ月に１回、ピノ―コーポ―レーション全体の園長会議にも参加して、他園の取り組みの工夫や成果などの情報を入手して、園で実
施可能な取り組みを検討している。また、毎月の市町村のデータから、待機児童数や０歳児利用の減少などを把握している。保護者の
声やニーズは、日常の保育士との会話からも汲み取り、保育内容に反映している。社会の動きや地域のニーズの把握にも努め、新型コ
ロナウィルスの状況を確認しながら、育児相談や地域の子育て支援を再開できるよう、内容や実施場所、人員について検討し、準備を
進めている。

社内４園の園長会では、本社の状況分析の結果やコスト削減の取り組み、人件費や年度予算の現状報告を受け、アドバイスを受けてい
る。経費面では、園の延長保育料金が系列の他の園や近隣の保育園より低額に設定されていたため、今年度金額を上げたが、それでも
他園より低い料金になっている。今後の状況と保護者の負担に配慮しながら、引き続き検討を重ねていく予定である。毎年１１月に、
職員に対して無記名の社内アンケートを実施している。保育士の確保や働きやすい環境づくりを目指し、職員の声を聴き取るよう努め
ている。アンケート結果は、社内４園の園長会で内容を検討し、課題について具体的な取り組みを進めている。園がビルの２階にある
ことから、階下の店舗や近隣への挨拶を欠かさないよう配慮し、子どもたちのために、地域との良好な関係作りに努めている。

市町村の補助金の改訂や園内のメンテナンスもあり、中・長期計画は５年の計画として本社が策定している。中・長期計画は、経営組
織、事業管理、財務管理、人事管理、倫理性の５項目について策定し、本社と園で内容を共有している。中・長期の計画を踏まえ、毎
年、園長が収支計画書を作成している。人材の育成を重視し、職員は園内研修に参加する他、ピノーコーポレーションが開催する研修
会にも参加している。中・長期の計画を基に、単年度の園の事業計画を策定している。



【５】
Ⅰ-３-（１）-②
　中・長期計画を踏まえた単年度の計画が策定されている。

b

＜コメント＞

【６】
Ⅰ-３-（２）-①
　事業計画の策定と実施状況の把握や評価・見直しが組織的に行われ、職員が理解している。

a

＜コメント＞

【７】
Ⅰ-３-（２）-②
　事業計画は、保護者等に周知され、理解を促している。

b

＜コメント＞

４　福祉サービスの質の向上への組織的・計画的な取組

（１）　質の向上に向けた取組が組織的・計画的に行われている。 第三者評価結果

【８】
Ⅰ-４-（１）-①
　保育の質の向上に向けた取組が組織的に行われ、機能している。

a

＜コメント＞

【９】
Ⅰ-４-（１）-②
　評価結果にもとづき保育所として取組むべき課題を明確にし、計画的な改善策を実施している。

a

＜コメント＞

中・長期の計画を基に、単年度の園の事業計画を策定している。９月の中間での振り返りや、年度末の振り返りにより、課題や改善点
を考えて、単年度の事業計画を策定している。事業計画は、園長、主任、副主任が話し合い策定している。事業計画は、保育士人材育
成の向上、保育の質向上（保育力）、地域の関わりの３項目について、現状を確認し、課題をあげ、課題に対する改善策として具体的
な内容を計画に落とし込んでいる。事業計画の内容は本社と共有して、さらに充実した内容にしていきたいと考えている。

（２）　事業計画が適切に策定されている。

前年度の事業計画や行事計画の実施状況や課題について、職員会議などで職員の意見を聴いている。それらの職員の意見を基にして、
園長、主任、副主任で、次年度の行事計画などを立てている。また、３月に新年度準備会議を開催し、職員に新年度計画を配布して、
内容の周知に努めている。毎週、週ミーティングを行い、進捗状況を確認する他、９月の中間での振り返りや、年度末の振り返りによ
り、計画の見直しや課題の抽出を行っている。コロナ禍により、計画が変更になることもあるため、特に保護者参加の行事について
は、できるだけ早めに保護者に変更を知らせ、書面以外にも口頭で伝えて、誠意をもって対応するよう心掛けている。

事業計画の中の保育に関する内容は年間計画表にまとめて保護者に配布する他、入園説明会や運営委員会で内容を説明している。現在
はコロナ禍で書面での開催になっているが、年２回、主任児童委員や地域の方、保護者が参加する運営委員会を開催し、保育の状況や
自己評価の内容を報告している。毎月発行する「園だより」に月の予定表を記載し、「クラスだより」は行事の前と年度末に発行して
いる。「園だより」は、災害時にも利用するマチコミアプリで配信することで、マチコミアプリを確認する習慣作りを保護者にお願い
している。「園だより」は印刷し、園の玄関にも置いている。

常勤及び非常勤の職員全員が、年度初めに保育目標とマナー目標を立てている。園長との個人面談は、５、１０、２月の年３回行い、
具体的な取り組みの状況などの話し合いを行っている。職員は「自己評価シート」を用いて、９月と１月に自己評価に取り組んでい
る。ヒヤリハット事例を収集し、週ミーティングの場で、分析や改善策などの話し合いを行い、保育実践に活かしている。また、第三
者の機関による利用者アンケートを毎年定期的に行っている。利用者アンケートは開園時より実施し、社内他園との比較や前年度との
比較などを行い、分析結果を職員全体で共有している。アンケート結果は報告書としてまとめ、運営委員会で保護者に公表している。
また、利用者アンケートの結果は、内容を分析し、改善内容をまとめ、社内４園の園長会で報告し、様々な意見を聴いて、より良い保
育園づくりにつなげている。

職員それぞれの自己評価の反省などを基に、園長との個人面談を行っている。園長との面談には、主任が加わることもある。園長面談
は、園長が一緒に改善策を考えたり、職員の努力を認めながら次の課題を見出したりする場としている。利用者アンケートの結果は、
週ミーティングの場で話し合いを行っている。園の課題は、社内４園の園長会で改善策などを検討している。すべての課題に対する改
善策や取り組みについては、苦情処理ファイルなどの専用フィルを活用して職員に周知している。



Ⅱ　組織の運営管理
１　管理者の責任とリーダーシップ

第三者評価結果

【10】
Ⅱ-１-（１）-①
　施設長は、自らの役割と責任を職員に対して表明し理解を図っている。

a

＜コメント＞

【11】
Ⅱ-１-（１）-②
　遵守すべき法令等を正しく理解するための取組を行っている。

a

＜コメント＞

【12】
Ⅱ-１-（２）-①
保育の質の向上に意欲をもち、その取組に指導力を発揮している。

a

＜コメント＞

【13】
Ⅱ-１-（２）-②
　経営の改善や業務の実効性を高める取組に指導力を発揮している。

a

＜コメント＞

２　福祉人材の確保・育成

第三者評価結果

【14】
Ⅱ-２-（１）-①
　必要な福祉人材の確保・定着等に関する具体的な計画が確立し、取組が実施されている。

b

＜コメント＞

（１）　福祉人材の確保・育成計画、人事管理の体制が整備されている。

（１）　管理者の責任が明確にされている。

園長や主任、副主任の役割と責任は業務分担表に記載して、衛生推進者や苦情受付者、防火管理責任者などを定めている。また、園内
の掲示や重要事項説明書への記載などで、職員や保護者に周知している。新年度準備会議や園内研修の中で、園長より、事業計画書を
もとに、運営や経営、保育に関する方針を職員に伝えている。また、週ミーティングの場でも、園長の意見を話している。園長不在時
の権限は主任に、主任不在時は副主任に委譲することを明確にしている。災害発生などの緊急時には、園長に連絡することとしてい
る。

社内４園の園長会や、ピノーコーポレーションの園長会議に園長が参加して、法令の改訂などの情報を得るよう努めている。入手した
情報は、週ミーティングの場などで、職員に周知している。週ミーティングなどに参加できなかった職員は、会議ノートを必ず確認
し、確認欄にチェックすることとしている。

（２）　管理者のリーダーシップが発揮されている。

毎朝の子どもたちや職員の様子、散歩から帰ってきたときの様子などを園長が確認し、気になる点はその場で声を掛けるようにしてい
る。また、主任と保育の課題を共有、分析して、週ミーティングの場で、職員に確認したり意識付けを行っている。日々の保育の状況
や職員の現状を分析して、園内研修のテーマを決めている。職員全員が自分の保育観や考え方を表現できるよう、職員一人ひとりが主
体的意識を持てるようチーム作りに取り組み、以前は主任が一日の人員の配置を担当していたが、現在は乳児と幼児のリーダーに任
せ、全体を副主任がフォローするようにしている。勤務表の作成も、副主任が担当している。職員の声は、園長、主任、副主任の誰で
も聴くことができる体制を整えている。

園長が本社の担当者と連絡、相談を行いながら、適切な人員配置が取れるよう、職員の異動や雇用区分の変更などに早めに行動できる
ようにしている。毎年１２月に職員の意向調査を行い、また、次年度のクラス担当や雇用形態などの希望を園長との面談にて聴き取
り、人員配置の見直しを行っている。職員が働きやすい環境整備として、保育士の休憩場所の改善を行っている。保育士や保育支援
員、保育補助の人員を多めに確保して、安全な活動の実施につなげている。また、事務作業時間や月案作成の時間を作ることができる
よう、月末に主任が時間を振り分けている。コストの削減を目的に、食材の廃棄を少なくするため、予め登園予定を把握するよう努め
ている。

常勤及び非常勤職員の採用は、本社が一括して行っている。求人は、人材紹介会社や専門学校に行っている。高齢者や無資格者の雇用
も同時に行っている。非常勤の職員を含め職員全体が協力しながら、子どもたちを保育している。現在、書類作成や行事の準備の残業
はなくなっている。職員のストレスは、人間関係によるものが多いため、チーム作りに取り組み、何でも話し合える雰囲気作りに努め
ている。今後はこのような取り組みを本社と共有し、文書化するとともに、職員への周知と具体的な取り組みを構築していきたいと考
えている。



【15】
Ⅱ-２-（１）-②
　総合的な人事管理が行われている。

a

＜コメント＞

【16】
Ⅱ-２-（２）-①
　職員の就業状況や意向を把握し、働きやすい職場づくりに取組んでいる。

a

＜コメント＞

【17】
Ⅱ-２-（３）-①
　職員一人ひとりの育成に向けた取組を行っている。

a

＜コメント＞

【18】
Ⅱ-２-（３）-②
　職員の教育・研修に関する基本方針や計画が策定され、教育・研修が実施されている。

a

＜コメント＞

【19】
Ⅱ-２-（３）-③
　職員一人ひとりの教育・研修の機会が確保されている。

a

＜コメント＞

「ピノキオ保育舎５つのお約束」に、保育士として期待する姿や行動指針を示している。毎年実施する自己評価シートにも、職員とし
て大事にしてほしい社会人としてのマナーや、保育に携わるものとしての目標や姿を記している。職員の人事考課は園長との面談にて
職務に対する貢献度や成果を確認し、本人の評価、主任の評価、園長の評価を記入して本社に提出している。人事考課は、賞与の額や
次年度の昇給などに反映している。園長との面談や職員アンケートからの意見や課題に対しては、職員と一緒に改善策を検討し、良好
なチームワーク作りにつなげている。また、内容によっては、社内４園の園長会で、分析や改善策の検討を行っている。

（２）　職員の就業状況に配慮がなされている。

職員の有給休暇の取得は、事務室に取得状況の表を置き、職員が取得状況を把握しやすいようにしている。職員には有給休暇の取得を
積極的にすすめ、取得しやすい雰囲気を作っている。産前産後休暇や育児休暇を活用し、職場復帰している職員も複数いる。また、準
社員制度を設け、産休明けに準社員制度を利用することにより、勤務時間の短縮など、柔軟な働き方ができるようにしている。定年後
に準社員制度を活用する職員もおり、給与体系もあまり変わらないようにしている。園長や主任は、日々の会話を通し、職員の家庭状
況や心身の健康状態を把握し、日頃より職員の相談にのるようにしている。

（３）　職員の質の向上に向けた体制が確立されている。

全職員が自己評価シートを活用して、年度初めに自己分析を行い、１年間の目標を立てている。それぞれの目標に向かって日々の保育
を行い、研修に参加している。職員は自己評価シートを用いて、年２回、９月と１月に自己評価を実施している。またその都度、園長
との個人面談を行って、取り組みの状況などを話し合い、助言を受けている。年度後半の自己評価、反省時には、次年度の課題も明確
にしている。次年度の取り組みに迷う職員には、園長や主任が適切にアドバイスし、働きかけを行っている。

年度初めに、行政やピノ―コーポレーションからの情報を得て、外部研修の計画を立てている。また、年度途中の外部研修の情報は掲
示して、職員に周知している。職員の意向を確認し、関心のある研修に参加できるよう努めている。職員一人ひとりの経験や習熟度に
応じて、研修が効果的な学びとなるよう、園長、主任、副主任が話し合いを行い計画を立てている。園内の研修は、年３回、非常勤の
職員も含めた全職員を対象にして開催している。園内研修は、保育理念や基本方針などの基本研修と、嘔吐物処理などの具体的な実践
研修を、１日の中で組み合わせて、効率よく学ぶことができるよう工夫している。保育の指導計画は４期に分けて振り返りを行い、カ
リキュラムの内容の変更を行っている。

新任の職員は、ピノ―コーポレーションが開催する新任研修に参加している。新任研修は、１年目研修の他、２年目研修も開催してい
る。新任保育士のクラスには、要所で主任が付き、見守りや指導などのOJT（実務を通しての指導）を行っている。また、主任、副主
任が保育場面でアドバイスや声掛けを行い、新任保育士と一緒に考えるようにしている。外部研修に参加した職員は、３日以内に研修
報告書を提出し、週ミーティングの場で研修報告を行い、職員全体で新しい情報などを共有している。報告書はファイルに綴じて、い
つでも閲覧できるようにしている。職員が外部研修に参加しやすいよう、できるだけ勤務シフトを調整するようにしている。



【20】
Ⅱ-２-（４）-①
　実習生等の保育に関わる専門職の研修・育成について体制を整備し、積極的な取組をしている。

b

＜コメント＞

３　運営の透明性の確保

第三者評価結果

【21】
Ⅱ-３-（１）-①
　運営の透明性を確保するための情報公開が行われている。

a

＜コメント＞

【22】
Ⅱ-３-（１）-②
　公正かつ透明性の高い適正な経営・運営のための取組が行われている。

a

＜コメント＞

４　地域との交流、地域貢献

第三者評価結果

【23】
Ⅱ-４-（１）-①
　子どもと地域との交流を広げるための取組を行っている。

b

＜コメント＞

【24】
Ⅱ-４-（１）-②
　ボランティア等の受入れに対する基本姿勢を明確にし体制を確立している。

b

＜コメント＞

ホームページやパンフレットに、保育理念や保育内容などを掲載して、運営の透明性を確保する情報の公開を行っている。地域に向け
ては、近隣の連携園や、小児科や歯科の病院に、園の保育理念や活動の様子を紹介したパンフレットを置き、地域の子育て世帯に保育
所を知ってもらい、役に立ててもらえるようにしている。園の見学者にはパンフレットを渡し、保育室を案内しながら、保育の内容や
基本方針などを説明している。

（４）　実習生等の福祉サービスに関わる専門職の研修・育成が適切に行われている。

実習生の受け入れが可能なことを、市を通じて保育専門学校や短期大学に伝え、また、近隣の学校を訪問して園の紹介を行っている
が、現時点で実習生の受け入れはない。未来の保育や子育てに思いのある学生を育てていくこと、実習生を受け入れていくことは、園
にとって重要で意味のあるものとして捉え、今後も学校などに働きかけていきたいと考えている。現在、実習生の受け入れマニュアル
が未整備のため、社内４園の園長会で検討し、実習生の受け入れ準備を進めていきたいと考えている。

（１）　運営の透明性を確保するための取組が行われている。

職務分担表や係分担表などにより、役割や責任を明確化して、職員に周知している。月１回、ピノ―コーポレーションのスーパーバイ
ザーが園を訪れ、保育分野の指導だけでなく、事務や経理などの書類を定期的に内部監査して、指導している。スーパーバイザーは、
子どもたちの散歩にも付き添い、保育の様子を確認している。また、毎月２回、取引や経理面の報告を本社事務局に行っている。園で
は小口現金だけを管理して、その他の金銭のやり取りに関する事務は、本社が担当している。

（１）　地域との関係が適切に確保されている。

事業計画書に、地域との関わりの現状と課題、改善策をあげ、地域との関係作りに取り組んでいる。玄関のお知らせボードに、地域の
行事などのパンフレットを置き、保護者が活用できるようにしている。地域の図書館の地域巡回貸し出し事業で本を借り、また、幼児
クラスの子どもたちが直接図書館を訪れて、図書館の雰囲気を味わったり、本を借りている。保護者にも、図書館での子どもたちの様
子を伝え、図書館の利用をすすめている。一時保育も行っている。コロナ禍前は、年１～２回、近くの特別養護老人ホームを訪問し、
子どもたちが歌を披露していた。現在、交流ができないので、今年は子どもたちが作ったクリスマスカードを届けることを予定してい
る。近くの家庭的保育室に行き、子どもたちが一緒に水遊びを楽しみ、逆に園を災害発生時の避難場所として提供している。

ボランティアの募集は行っているが、これまでボランティアの活動の実績はない。ボランティアの受け入れのため、マニュアルなどの
整備を行っていく予定である。コロナの状況を確認しながら、保育の学生や、地域の中・高校生のボランティア、昔遊びを教えてくれ
るボランティアの方を受け入れていくことができるよう、計画を立てていきたいと考えている。



【25】
Ⅱ-４-（２）-①
　保育所として必要な社会資源を明確にし、関係機関等との連携が適切に行われている。

a

＜コメント＞

【26】
Ⅱ-４-（３）-①
　地域の福祉ニーズ等を把握するための取組が行われている。

b

＜コメント＞

【27】
Ⅱ-４-（３）-②
　地域の福祉ニーズ等にもとづく公益的な事業・活動が行われている。

a

＜コメント＞

Ⅲ　適切な福祉サービスの実施
１　利用者本位の福祉サービス

（１）　利用者を尊重する姿勢が明示されている。 第三者評価結果

【28】
Ⅲ-１-（１）-①
　子どもを尊重した保育について共通の理解をもつための取組を行っている。

a

＜コメント＞

【29】
Ⅲ-１-（１）-②
　子どものプライバシー保護に配慮した保育が行われている。

b

＜コメント＞

（２）　関係機関との連携が確保されている。

中央児童相談所や市子育て支援センターなどと連絡、相談しながら、気になる家庭や子どもの支援や見守りを行っている。中央児童相
談所や市子育て支援センターなどから、卒園児の在籍中の様子の照会があったときは、記録から確実な範囲での情報を提供して連携を
図っている。また、園で気になる子どもなどについては、早めに連絡、相談を行っている。警察署には交通安全教室の協力を、消防署
にはAEDや救急救命法の指導を、嘱託医には子どもの怪我などの対応をお願いしている。地域の小学校２校とは、学校移行週間に、学
校見学を行い連携している。

（３）　地域の福祉向上のための取組を行っている。

コロナ禍のため書面での開催になっているが、年２回、運営委員会を開催して、第三者委員や主任児童委員の方から、地域の情報を入
手して、地域のニーズの把握に努めている。運営委員会は、保護者からのニーズの聴き取りなど、情報を共有できる貴重な場となって
いる。保護者には、毎年定期的にアンケート調査を実施して、ニーズの把握に努めている。ここ２年中止になっているが、地域の幼保
小連絡会に参加して、情報を得るようにしている。以前行っていた地域の子どもとの交流会の再開や、育児相談などの検討を行ってい
るが、実施場所や人員の確保などで課題もある。

近隣の家庭的保育室との連携の中で、津波警報発令時は、園の屋上に合同で避難するよう呼びかけている。災害発生に備え、３日分の
飲料水や非常食、コンロなどを備蓄している。地域に向け、以前行っていた地域の子どもとの交流会の再開や、育児相談などを検討し
ているが、実施場所や人員の確保などで課題もある。図書館の利用や、地域のNPO法人が実施するアートフレンドシップ（絵画の鑑賞
と描き方指導）を利用して、保護者に対してもコミュニティの活動の紹介などを行っている。

ホームページやパンフレット、重要事項説明書に保育の理念「愛情をもって保育を行うこと」を記載している。新任の職員は、ピノ―
コーポレーションが開催する新任研修に参加して、保育理念や基本方針を理解している。園内研修では、５月に人権の尊重、個性の尊
重について学び、次回は子どもの権利条約について学ぶ予定である。性差で決めつけず、個性を大切にして、子どもたち一人ひとりの
思いや発想を大事している。子ども同士にトラブルが生じた時には、危険があるときはすぐに制止するが、お互いの話をよく聴き、年
齢に応じた関わりを行っている。特に、年中や年長の子どもの場合は、周りの子どもたちの意見を聞いたり、お互いの気持ちを伝え
合ったり、自分たちで解決ができるようにしている。

職員は採用時に、就業規則第６０条の秘密保持に関する内容の説明を受け、同意書を提出している。おむつ交換は基本的にトイレで行
うが、保育室で行う時は衝立をして、周りからの目に触れないようにしている。年長児の着替えは男女別に行い、シャワーの使用も男
女別に行っている。また、内科検診の際は、シャツは着用して検査の時にシャツをまくるようにしている。トイレのドアは手を挟むこ
とがあるため、カーテンを使用して、中が見えないよう工夫している。園全体の窓ガラスは外から見えないものを使用している。保護
者に対しては、入園時面接で、個人情報の使用について同意書をもらっている。保育士の声が必要以上に大きくならないよう配慮して
いる。



【30】
Ⅲ-１-（２）-①
　利用希望者に対して保育所選択に必要な情報を積極的に提供している。

a

＜コメント＞

【31】
Ⅲ-１-（２）-②
　保育の開始・変更にあたり保護者等にわかりやすく説明している。

a

＜コメント＞

【32】
Ⅲ-１-（２）-③
　保育所等の変更にあたり保育の継続性に配慮した対応を行っている。

b

＜コメント＞

【33】
Ⅲ-１-（３）-①
　利用者満足の向上を目的とする仕組みを整備し、取組を行っている。

a

＜コメント＞

【34】
Ⅲ-１-（４）-①
　苦情解決の仕組みが確立しており、周知・機能している。

a

【判断した理由・特記事項等】

【35】
Ⅲ-１-（４）-②
　保護者が相談や意見を述べやすい環境を整備し、保護者等に周知している。

a

＜コメント＞

（２）　福祉サービスの提供に関する説明と同意（自己決定）が適切に行われている。

園のパンフレットは、近隣の小児科や歯科の病院に置いている。また、見学者に配布して、内容を説明している。ホームページで必要
な情報を提供し、電話での問い合わせにも対応している。園庭はないが、周りに多くの公園があり、天気の良い日は子どもたちが散歩
に行くが、地域の子育て家庭の方たちから園の様子を聞かれたりすることがあり、その際は園のパンフレットを渡して内容を説明して
いる。園の見学は随時受け付けて、子どもたちが活動している時間帯に来てもらい、実際に様子を見てもらっている。園の見学は、園
長が対応している。近隣にはマンションが多く、入園の申し込みが増えている。問い合わせがあった時には、積極的に情報を提供して
いる。

保育の開始にあたっては、重要事項説明書で丁寧に説明し、同意書をもらっている。入園のしおりは特にないが、重要事項説明書にほ
とんどの情報を記載している。年度初めには、それぞれのクラス担当の紹介や保育内容などを説明している。外国籍の子どもがおり、
母親が日本語があまり得意ではないため、書面を渡すときには園長が読み合わせをしたりして、わかりやすく説明している。また発達
支援施設を午前中利用している子どもの保護者とは、保育で気をつけることなど連携を取りながら、園の様子を伝えたりしている。ま
た毎月の園だよりや食育だよりで、子どもたちが楽しく過ごしている様子を伝えている。

数は少ないが、転居などにより他園に移る場合は、引き継ぎ書は特にないが、電話での連絡を行っている。発達の遅れがみられる子ど
もや、健康に問題がある子どもは、保護者の同意を得て、引き継ぎを行っている。退園する子どもの保護者には、いつでも相談ができ
ることを口頭で伝えている。兄弟で利用している家庭も多く、卒園後に下の子どを迎えに来ることがあり、懐かしそうに園で遊んでい
る。保護者から相談がある時は、話をよく聴くようにしている。

毎年１１月、第三者機関による利用者アンケートを社内４園で受け、保育園ごとに集計、分析し、内容を公表している。社内４園の園
長会にて、アンケート結果から改善点などを検討している。園長会の検討結果は、園の運営委員会で報告するとともに、園内の会議や
週ミーテイングでも報告し、保育内容の向上につなげている。アンケート結果を受けての改善点として、おむつ交換の際には、おむつ
を床に置かないことなどを決めている。運営委員会には保護者も参加し、園の運営について話し合いを行っている。保護者からは活発
に意見があがり、家族面談やクラス懇談会、保育参加などでも、保護者の意見を聴く機会を作っている。年長児クラスでは、子どもた
ちが話し合って取り組みの内容を決め、帰りの会で子どもたちから感想を聴いている。

（４）　利用者が意見等を述べやすい体制が確保されている。

「苦情処理要綱」を整備し、苦情解決責任者は園長、苦情受付担当者は主任保育士としている。また、第三者委員にも相談ができるこ
とを重要事項説明書に明記している。園の玄関に意見箱を設けているが、利用はあまりない。保護者からは、日々の送り迎えの際に直
接話があり、解決していることが多い。職員が口頭で苦情を受けた時は、園長に報告し、週ミーティングの場で内容を共有して、改善
策を話し合っている。朝夕の送迎時には事務室のドアは開けておき、保護者が声をかけやすいようにしている。保護者からの相談は、
担当だけでなくどの職員でも対応ができるようにしている。

（３）　利用者満足の向上に努めている。

苦情解決責任者は園長、苦情受付担当者は主任保育士として、保護者の意見や要望に対応している。苦情解決の仕組みは重要事項説明
書に記載し、入園時に説明を行っている。また、玄関に意見箱を設置している。園長はじめ全職員は日頃から保護者へ声掛けをして、
話しやすい雰囲気を作っている。保護者からの相談は、事務室や保育室を使用して対応している。子どもの体調不良が続き、保護者の
仕事にも影響しているなど、子育てに関する相談が多くある。また、送迎時に保護者が疲れた表情の時には、「大丈夫ですか？」と保
育士の方から声をかけ、話を聞いたりすることがある。



【36】
Ⅲ-１-（４）-③
　保護者からの相談や意見に対して、組織的かつ迅速に対応している。

a

＜コメント＞

【37】
Ⅲ-１-（５）-①
　安心・安全な福祉サービスの提供を目的とするリスクマネジメント体制が構築されている。

b

＜コメント＞

【38】
Ⅲ-１-（５）-②
　感染症の予防や発生時における子どもの安全確保のための体制を整備し、取組を行っている。

a

＜コメント＞

【39】
Ⅲ-１-（５）-③
　災害時における子どもの安全確保のための取組を組織的に行っている。

a

＜コメント＞

２　福祉サービスの質の確保

（１）　提供する福祉サービスの標準的な実施方法が確立している。 第三者評価結果

【40】
Ⅲ-２-（１）-①
　保育について標準的な実施方法が文書化され保育が提供されている。

a

＜コメント＞
ピノキオ幼児舎の基本理念や「５つのお約束」を、ホームページや重要事項説明書に記載して、保育に対する基本的な考え方を明示し
ている。それをもとに、子どもの状況に合わせた柔軟な保育を行っている。ピノ―コーポレーション全体での研修会に職員が参加し
て、基本方針、保育の方法を共有している。また園では、保育所保育指針について園長より説明がある。指針に基づき、全体的な計画
を立て、年間指導計画や月間指導計画、週案、日案を担当保育士が立て、子どもたちの発達過程に合わせた保育を提供している。

（５）　安心・安全な福祉サービスの提供のための組織的な取組が行われている。

日頃から保護者とのコミュニケーションを大切にして、話しやすい雰囲気を作るよう努めている。保護者や近隣から苦情があったとき
は、苦情処理要綱に沿って速やかに真摯な対応をするよう努めている。近くの公園で、子どもたちの大きな声がうるさいとの話が出
て、看板を立てられたことがあり、他の公園の利用に変更したことがあった。また、ビルの１階の美容室から保護者の自転車の停め方
について話があった時は、状況を写真に撮り、保護者に写真を示して壁側に自転車を停めるようお願いしている。連絡帳での意見や相
談は、その日のうちに返事をしたり、内容によって、園長が迎えの時に口頭で答えている。保護者や近隣からの意見は週ミーティング
で報告し、内容の検討や対策を行っている。

年間を通してテーマを決めて、「安全サイクル（安全管理のシステム）」の取り組みを行っている。今年度は「戸外遊びの際の確実な
人数確認と安全の確認」「園内にある玩具の点検と把握の徹底」をあげ、玩具の点検表を作り、破損や欠品などのチェックを行ってい
る。戸外遊びの際は、人数だけでなく、必ず氏名を呼んで確認している。天気の良い日は、近隣の１４～１５か所の公園に散歩に出掛
けている。子どもたちの希望を聴いて、どこに行くかを決めて戸外遊びをしているが、海が近いため、公園にいる時の津波の発生を想
定し、それぞれの公園からの避難場所を決め、「津波時避難経路・避難場所」のマップを手作りしている。保育士は地震や津波発生時
の避難場所が決められているので、安心して散歩に出掛けている。保護者にも避難場所を伝えている。

子どもたちが罹患しやすい、はしかや風疹、おたふくかぜなどに対する感染症マニュアルを整備している。感染症の対応は、厚生労働
省の「感染症ガイドライン」や「感染症対応マニュアル」も参考にしている。新型コロナウィルスに関しては、発生した場合は個人情
報に配慮しながら、保護者にアプリで情報を発信し、注意喚起している。感染症が広まってしまった時は、保健所に連絡している。毎
日子どもの午睡の時間帯に、玩具の消毒や、壁、棚、ドアノブなどの消毒を行い、チェック表に記入している。空気清浄機は月１回、
掃除している。園内研修で下痢・嘔吐の処理の研修を定期的に行い、希釈液などを備えている。

園は海に近いビルの２階にあり、津波発生時には、ビルの屋上に避難することにしている。園庭がなく、近隣の１４～１５か所の公園
に散歩に行くため、それぞれの公園からの避難路と避難場所のマップを作成して、全職員に周知している。。園内の窓は、落下防止の
ため１０センチ以上は開かないようにしている。毎月、避難訓練を実施する他、市の全園で年１回引き取り訓練を行っている。台風が
来ているときの開園は、周りの状況や波の状態を確認し、登園が安全な時は、登園する時間を保護者にアプリで配信して知らせてい
る。消防署と連携し、園内での消火訓練を行っている。警察署に簡易信号機を持ってきてもらい、子どもたちの戸外での歩行訓練を
行っている。備蓄品として、食料や飲料水を３日分、ガスコンロ、保温シート、ポータブルトイレなどを賞味期限を確認しながら保管
している。



【41】
Ⅲ-２-（１）-②
　標準的な実施方法について見直しをする仕組みが確立している。

b

＜コメント＞

【42】
Ⅲ-２-（２）-①
　アセスメントにもとづく指導計画を適切に作成している。

a

＜コメント＞

【43】
Ⅲ-２-（２）-②
　定期的に指導計画の評価・見直しを行っている。

a

＜コメント＞

【44】
Ⅲ-２-（３）-①
　子どもに関する保育の実施状況の記録が適切に行われ、職員間で共有化されている。

b

＜コメント＞

【45】
Ⅲ-２-（３）-②
　子どもに関する記録の管理体制が確立している。

a

＜コメント＞
記録類は、「個人情報保護規程」に沿って取り扱っている。書類すべては事務室に保管し、必要な時以外持ち出さない、家に持ち帰ら
ないことを周知、徹底している。朝夕の保護者との挨拶以外は、事務室のドアは閉めている。個人情報の取り扱いについては、保護者
には入園時の重要事項説明書にて説明している。職員には入職時及び定期的に説明している。個人の記録物はすべて「児童票」にファ
イルしている。写真や動画の取り扱いについては、保護者に説明して同意を得ている。

月１回、ピノ―コーポレーションのスーパーバイザーが園を訪れ、保育内容を評価している。結果はミーティングの場で職員に周知
し、改善につなげている。また、全体的な計画をもとにクラスごとの年間指導計画、月間指導計画、週・日案を子どもの発達に合わせ
て立てている。指導計画は４期に分けて、検討会議を開催して振り返りを行っている。検証や見直しにあたっては、職員や保護者の意
見や提案を反映しているが、見直しの仕組みの構築までには至っていないので、今後の課題と考えている。

（２）　適切なアセスメントにより福祉サービス実施計画が策定されている。

保育園ではアセスメントという言葉は使用しないが、入園前に現在までの育ちについての調査票や健康の記録、アレルギーについての
アンケートなどを提出してもらい、それらの調査票に基づいて面接を行っている。子どもの基本的状況を把握し、「児童票」として保
管している。実際の子どもの発達をクラス担任が把握しながら、指導計画に沿って保育を行っている。指導計画は主任を指導計画作成
責任者とし、アドバイスを行いながら、クラス担任が作成している。作成された各クラスの指導計画を保育士が共有し、アレルギーの
ある子どもなどは栄養士との連携を密にとりながら、保育にあたっている。また、集団生活が難しい子どもは、市の子育て支援セン
ターに相談して、巡回相談の利用で専門的なアドバイスをもらっている。

各クラスの年間指導計画や月間指導計画は、４半期に分けて、評価、見直しを行っている。検討会議を開催して、反省点などを修正し
ながら次の保育につなげている。デイリープログラムは、明日は雨なので公園への散歩は取りやめ、園内で製作をするなど変更する場
合もあり、ミーティングで把握している。食事の開始などに影響がある場合は、給食会議で話し合いを行っている。発達の著しい乳児
クラスの個人計画表では、特に振り返りを重視しており、振り返った内容を含めて次月の計画書作成に反映している。

（３）　福祉サービス実施の記録が適切に行われている。

指導計画に基づく保育を実施して、「保育日誌」に子どもの保育時の様子や、その日の出来事などを記入している。乳児などの「個人
発達記録」には、ひと月の発達や育ち、気になった点を記録している。乳児クラスは毎月、幼児クラスは年少児が２か月ごと、年中や
年長児は４か月ごとに、「発達経過記録」に状態を記入してファイルに綴じている。日々のミーテイングでの話し合いの内容は「記録
ノート」に記入している。記録ノートは保育士が出勤時や休憩時間に確認し、確認のサインをして全体に周知するようにしている。記
録の書き方は、主任や副主任が助言している。



＜別紙2-2-1（内容評価　保育所版）＞ （2021.4）

第三者評価結果　
事業所名：ピノキオ幼児舎茅ヶ崎保育園

Ａ-１　保育内容

Ａ-１-（１）　全体的な計画の作成 第三者評価結果

【Ａ１】
Ａ－1－(１)－①
　保育所の理念、保育の方針や目標に基づき、子どもの心身の発達や家庭及び地域の実態に応じて全体
的な計画を作成している。

a

＜コメント＞

Ａ-１-（２）　環境を通して行う保育、養護と教育の一体的展開 第三者評価結果

【Ａ２】
Ａ－1－(２)－①
　生活にふさわしい場として、子どもが心地よく過ごすことのできる環境を整備している。

a

＜コメント＞

【Ａ３】
Ａ－１－(２)－②
　一人ひとりの子どもを受容し、子どもの状態に応じた保育を行っている。

a

＜コメント＞

【Ａ４】
Ａ－１－(２)－③
　子どもが基本的な生活習慣を身につけることができる環境の整備、援助を行っている。

a

＜コメント＞

全体的な計画は、ピノキオ幼児舎の「子どもたちの大きな発育と成長の可能性を、お母さん、お父さんの協力者として、愛情をもって
見つめ、育てる」という保育理念や、「ピノキオ幼児舎５つのお約束」の保育の基本的な考えに基づいて作成している。全体的な計画
は園長、主任が中心となり、副主任や乳児・幼児リーダーに確認しながら作成している。また、計画は会議や週ミーティングの場で、
その都度、見直しを行っている。地域の実態の把握は今後の課題と捉えており、育児相談や子育て支援の取り組みや連携園との交流な
ど、コロナ禍でもできることを計画していきたいと考えている。

保育室は１年を通して、窓を開けて換気を行っている。エアコンの他に空気清浄機・サーキュレーター、季節によって加湿器を設置
し、室内の環境を整えている。午睡の際にも室内の状況を確認し、日誌に記録している。寝具は毎週土曜日に天日干しを行い、玩具は
午睡時に毎日消毒している。布玩具も土曜日に洗濯し、カーテンやクッションなども定期的に洗濯を行っている。手洗い場やトイレは
常に清潔を心がけ、毎日清掃し、子どもたちが触るドアなども消毒を行っている。マットの配置で空間を分けたり、ベンチの設置や廊
下にコーナーを作るなど工夫し、くつろげる場所作りをしている。保育士と触れ合いながら、リラックスして過ごしている子どもの姿
がよく見られる。外開きのトイレの扉は危険なため、扉を撤去し、カーテンに替えて、子どもたちが安全に使用できるようにしてい
る。

入園時に行う面接や保護者記載の児童票を確認することで、家庭環境や発達の状況を把握している。週ミーティングを行い、毎日、伝
達ノートに必ず目を通すことで、職員全体で子どもの情報共有に努めている。アレルギーの確認を行い、保護者、栄養士、保育士の三
者で連携を図り、一人ひとりに合った無理のない安全な食をすすめている。担任以外も、できるだけ同じ保育士が保育に入り、関わる
ようにしている。すぐに言葉が出ず表現の難しい子どもや、コミュニケーションが苦手な子どもには、場面ごとに対応の仕方を考え、
トラブルにならないよう環境を整えている。せかし言葉やダメ！という言葉ではなく、「自分でやっていいよ」「まってるよ」「ゆっ
くりでいいよ」など、子どものペースに合わせた声かけを行っている。スキルアップ研修や会議で学びの場を設け、子どもたち一人ひ
とりの個性を理解していくよう努めている。

基本的な生活習慣を身につけるため、食事や排泄、着替え、睡眠などは、絵本あそびやシールを利用し、きっかけづくりを工夫して、
やってみようという意欲を引きだすようにしている。やりたくないという場合には、できない気持ちをまずは受け止めている。友だち
の姿を伝えるなど、無理強いしない促しを意識して、見守りや声かけをし、楽しく、喜びを感じながら、基本的な生活習慣が身につく
ようにしている。子どもたちが自分でやろうという意欲を大切にしている。できた時の喜びを共感しながら、次への意欲につなげてい
る。睡眠については、家庭での睡眠時間を、０～２歳児クラスは連絡帳や口頭で、幼児クラスは送迎時に確認している。子どもたちの
その日の様子に合わせて睡眠を取り、夜の睡眠の妨げにならないようにしている。



【Ａ５】
Ａ－１－(２)－④
　子どもが主体的に活動できる環境を整備し、子どもの生活と遊びを豊かにする保育を展開している。

a

＜コメント＞

【Ａ６】
Ａ－１－(２)－⑤
　乳児保育(０歳児)において、養護と教育が一体的に展開されるよう適切な環境を整備し、保育の内容
や方法に配慮している。

a

＜コメント＞

【Ａ７】
Ａ－１－(２)－⑥
　３歳未満児(1・2歳児)の保育において、養護と教育が一体的に展開されるよう適切な環境を整備し、
保育の内容や方法に配慮している。

a

＜コメント＞

【Ａ８】
Ａ－１－(２)－⑦
　３歳以上児の保育において、養護と教育が一体的に展開されるよう適切な環境を整備し、保育の内容
や方法に配慮している。

a

＜コメント＞

【Ａ９】
Ａ－１－(２)－⑧
　障害のある子どもが安心して生活できる環境を整備し、保育の内容や方法に配慮している。

b

＜コメント＞

３歳児と４歳児は、オープンな環境で過ごしているため、年下の子どもに優しくしたり、年上の子どもに教えられ、チャレンジするな
ど、社会性が身につくようになっている。思いやりの気持ちや、自己肯定感を育む機会を得ている。ケンカなどトラブルの際は、前後
を把握し、全体を見て対応するようにしている。３歳児は基本的生活習慣を身につけるため、受容的な関わりの中で、自分でやってみ
るという意欲につながるような声かけを行っている。次に何をするか、順番がわかる絵を壁に貼り、声かけ以外の工夫も行っている。
４歳児は、ルールのある遊びを楽しんだり、お楽しみ会ではダンスを発表したり、運動遊びの会では鉄棒や跳び箱を友だちと一緒に
やって喜び、楽しめるよう取り組んでいる。保護者に見てもらう行事でもあり、子どもたちの頑張りや成長を保護者とともに喜び合う
機会になっている。５歳児は、日々の活動の内容を、子どもたちが話し合いで決めている。子どもたちが意見を出し合う中で、一人ひ
とりの気持ちや意見を、皆で考えて進められるよう保育士が関わっている。取り組みで良かったことや頑張りを伝え、自己肯定感や自
信につながるようにしている。

それぞれのクラスで、子どもたちの手の届く場所にいろいろな玩具を置き、いつでも自由に手に取り、遊ぶことができるようにしてい
る。年長クラスには、廃材やハサミ、のりなどを常備している。また、自宅から持ってきた廃材を使い、自由に制作ができるようにし
ている。牛乳パックでお散歩バッグを作り、落ち葉拾いやまつぼっくり拾いに出かけ、制作に使うなど、日々の活動につなげている。
園の周辺には自然が多く、公園があり、天気の良い日は戸外に出かけ、雨天の日は制作やリトミック、運動遊びなどを取り入れてい
る。季節、年齢、人数に応じて、週案で計画を立てて公園に出掛けている。公園には異年齢の組み合わせで出かけ、いつもと違う関わ
りが持てるようにしている。行事の際には、年中・年長クラスでは子どもたちが話し合いを行って内容を決めている。

０歳児は、同じ保育士が保育できるように配慮し、情緒の安定を図りながら、愛着関係を築いている。オムツ交換は決められたスペー
スで、窓にカーテンをして、「お尻きれいにしようね」「気持ちいいね」など、子どもの気持ちを代弁するよう声掛けを行っている。
毎月、発達の振り返りを行い、個々の発達状況に合わせた指導計画を立てている。発達の振り返りは、やや不十分な面もあり、話し合
いの場として乳児会議の開催を考えている。離乳食は、未食の食材など、保護者と栄養士が直接話す機会を作り、相談できるようにし
ている。ハイハイ、つかまり立ち、歩行などで自由に探索活動が十分に行えるよう、室内の整理整頓を心がけている。

現在、障害のある子どもは在籍していない。障害のある子どもを保育する際は、個別の指導計画を作成し、振り返り、現状を全体で把
握することとしている。担当保育士との１対１の関わりから、集団生活を安心して過ごせるようにしている。子どもたちには多様性を
理解し、受け止める気持ちが育まれるよう、年齢に合わせて言葉を代弁したり、遊びの仲立ちをしたりして、子ども同士の関わりを大
切にしている。年長児は、保護者と担任や園長と面談し、就学に向けてきめ細やかな援助ができるようにしている。日頃より、園での
様子を伝えることで、保護者も新しい発見などがあり、ともに成長を確認し喜び合えるよう、コミュニケーションを密にとっている。

日々の発達や行動を保育士間で共有し、子どもたちに対して同じ認識のもとで、同じ対応ができるよう心がけている。また、「じぶん
でやりたい」という気持ちの芽生えを大切にしている。自分でできたときの充実感や満足感を味わい、もっとやりたいという気持ちを
持てるよう支援している。興味や発達の状況を確認しながら、おもちゃの入れ替えを行い、子どもたちが自発的に遊ぶことができるよ
うに促している。友だちへの興味関心など、状況に合わせて言葉を代弁し、気持ちを伝えたり、ごっこ遊びの中で「かして」「どう
ぞ」などのやりとりの仲立ちを行っている。５歳児クラスとの合同散歩や、全園児で行う毎月のお誕生日会、連携園の子どもたちとの
ふれあいなどで、異年齢児とかかわる機会を設けている。保護者とは連絡をすぐに受信し確認できるマチコミアプリを使用し、感染症
など迅速に連絡を取り、連携している。



【Ａ10】
Ａ－１－(２)－⑨
それぞれの子どもの在園時間を考慮した環境を整備し、保育の内容や方法に配慮している。

a

＜コメント＞

【Ａ11】
Ａ－１－(２)－⑩
　小学校との連携、就学を見通した計画に基づく、保育の内容や方法、保護者との関わりに配慮してい
る。

a

＜コメント＞

Ａ-１-（３）　健康管理 第三者評価結果

【Ａ12】
Ａ－1－(３)－①
　子どもの健康管理を適切に行っている。

a

＜コメント＞

【Ａ13】
Ａ－１－(３)－②
　健康診断・歯科健診の結果を保育に反映している。

a

＜コメント＞

【Ａ14】
Ａ－１－(３)－③
　アレルギー疾患、慢性疾患等のある子どもについて、医師からの指示を受け適切な対応を行ってい
る。

a

＜コメント＞

内科検診を年２回(４月、１０月）、歯科検診を年１回（６月）行っている。検診結果の記録は個人ファイルに残し、職員間で共有して
いる。検診の前には、保護者に健康面での心配ごとや質問を受けて医師に確認し、検診の結果を保護者に伝えている。現在、保護者か
らの質問は口頭でのやり取りになっているが、今後は、書面で受けられるようにしていきたいと考えている。既往症やアトピーの可能
性など、気になる症状がある子どもに関して、対応を内科検診の場で相談している。医師の助言の内容を週ミーティングの場や会議録
に残し、職員間で共有している。内容は保護者に伝えている。

現在、アレルギーのある子どもの在籍はないが、厚生労働省の「保育所におけるアレルギー対応ガイドライン」を基に作成した「アレ
ルギー対応マニュアル」に沿って対応している。入園時の面談で、アレルギー疾患の有無を確認し、食物アレルギーの場合は「アレル
ギー対応マニュアル」に沿って、保護者には「食物アレルギーに関する調査票」､かかりつけ医には「保育所等における食物アレルギー
疾患生活管理指示書」の記入を依頼している。それを基に保護者と話し合い、「食物アレルギー個別表兼対応表」にて最終確認をして
進めている。食物アレルギーのある子どもに対しては、誤食を回避するため、座る席を固定し、給食トレイを使用し、食器の色を変え
て提供している。また、配膳は、担任が行っている。慢性疾患のある子どもに対しては、入園時面談にて状況を確認して、園での対応
を細やかに保護者に説明している。９月に熱性けいれんで救急車対応したことがあり、体重を知っておく必要性や緊急時の対応につい
て、あらためて職員間で考えるきっかけとなった。

長時間保育の子どもが、ゆったりと安心して過ごせるよう、マットなどで環境作りを行っている。多人数では遊べないおもちゃや、希
望のものを用意することにより、遊びの内容も長時間保育への配慮を行っている。０～２歳児は可能な限り、それぞれのクラスで少人
数で安心して過ごせるようにしている。長時間保育では、活動の途中で麦茶などで水分を補給し、リラックスして過ごせるようにして
いる。１８時以降の延長保育時間では、希望により、おにぎりの軽食を提供している。子どもたちの状況は、登降園簿に排泄や睡眠時
間などを記入し、遅番の職員にも口頭で伝え、保護者に伝え漏れがないようにしている。伝え漏れがあった場合には、忘れ物や怪我な
ど、内容によっては電話で対応している。また、翌日の登園時に伝えられるよう、引き継ぎノートを活用し、保育士間で連携を図って
いる。

年長クラスでは就学に向け、個々の様子に合わせ午睡の時間を短かくしている。９月以降は基本的に午睡の時間をなくし、就学以降の
生活に近づけるようにしている。「学校へ行こう週間」を利用した小学校への訪問がコロナ禍で実施できないため、ランドセルの話題
や子どもたちの兄姉の話で、小学校入学のイメージができるようにしている。上履きに慣れる練習を、毎月の避難訓練の際、避難靴を
履くことで行っている。１月以降に保護者と面談を行い、子どもの様子を共有し、安心して就学を迎えることができるようにしてい
る。どんぐりひろいをして、図書館に図鑑を借りに行って調べ、そこから文字に興味が持てるよう、好奇心を知識につなげられるよう
にしている。園長、主任、５歳児の担任が幼保小連携の研修に参加し、週ミーティングで報告を行い、情報を共有している。５歳児の
担任が保育所児童要領を作成し、内容を園長が確認している。小学校の先生に直接、様子を伝えることもあり、配慮が必要な点などの
情報を伝えている。

子どもの登園時には、必ず一人ひとりの検温と視診を行っている。視診は保護者のいる間に行い、気になることがある場合は、その場
で確認するようにしている。また、視診チェックリストに記録している。お腹や背中などの確認は、トイレ利用時にプライバシーに配
慮して行っている。保育中に体調の変化が見られた時や、怪我の程度によっては保護者に連絡し、迎えの時に詳しく説明している。速
やかに連絡を入れることにより、受診の予定を立てやすくしている。首から上の怪我の場合は、基本的に病院に受診し、様子を確認し
ながら完治するまで対応している。完治まで時間がかかる長期的な怪我が発生した場合は、市に報告している。園全体で保健計画を作
成し、保健活動に努めている。保育室が２階のため、窓は子どもが入るすき間ができないようにして開けている。事故が起きた場合
は、事故報告書を作成し、週ミーティングの場で報告、検証し、再発防止に努めている。入園時に既往症や予防接種の状況を確認し、
予防接種を行った場合は、接種後の様子など、その都度、報告をもらい記録している。睡眠チェック表を用いて、０歳児は５分毎、
１、２歳児は１０分毎、３～５歳児は３０分毎に、呼吸や顔色、体位などの状況を確認している。午睡の時間を利用し、職員が事例な
どでSIDS（乳幼児突然死症候群）の勉強を行っている。



Ａ-１-（４）　食事 第三者評価結果

【Ａ15】
Ａ－1－(４)－①
　食事を楽しむことができるよう工夫をしている。

a

＜コメント＞

【Ａ16】
Ａ－１－(４)－②
　子どもがおいしく安心して食べることのできる食事を提供している。

a

＜コメント＞

Ａ-2　子育て支援

Ａ-２-（１）　家庭と緊密な連携 第三者評価結果

【Ａ17】
Ａ－２－(１)－①
　子どもの生活を充実させるために、家庭との連携を行っている。

a

＜コメント＞

Ａ-２-（２）　保護者等の支援 第三者評価結果

【Ａ18】
Ａ－２－(２)－①
　保護者が安心して子育てができるよう支援を行っている。

a

＜コメント＞

０～２歳児クラスは複写式の連絡帳を使用し、日々の様子や情報を家庭と共有している。３～５歳児は連絡帳の使用はないが、掲示し
ているポートフォリオ（子どもの育ちを記録し、それを蓄積していくもの）に可愛かったエピソードをつけ、送迎時に様子を伝え、
「保育園ではこうですが、お家ではどうですか」など、保護者との関係作りに努めている。保護者と成長を喜び合う時間を作るように
して、保護者からの相談も受けている。生活習慣の獲得に向けて、家庭と園での様子を把握し、共有しながら一緒に進めていくように
している。懇談会は年２回、個人面談は希望者に年１～２回行い、保育内容の説明や園での様子を伝えている。毎月、園だよりを発行
し、マチコミアプリで配信する他、書面を玄関に置き、自由に持ち帰ることができるようにしている。随時更新しているポートフォリ
オを使用し、園での生活や遊びの様子を伝えている。気になる家庭がある場合は、口頭で保護者から聴き取りを行い、内容を個人ファ
イルに保管している。また、必要に応じて、面談を行っている。

年度の初めに年間食育計画を作成し、各クラスの月間指導計画に反映している。コロナ禍により食育活動に制限はあるが、園長や本部
と相談のもと、感染症対策をし、できる範囲の活動を行っている。栄養士の直接指導の下、子どもたちが上新粉を使ってお月見団子を
作って飾っている。今年度は幼児クラスは買い物に行き、５歳児はかき氷作り、非常用の防災食のご飯作りと試食を行っている。コロ
ナ禍前には、保育参観時に保護者に試食会を行ったことがあった。食育だよりを毎月発行して、マチコミアプリで配信し、季節の行事
や旬の食事など、食に関する情報を提供している。食事については、無理強いや、絶対に食べなければいけないという指導はしていな
い。全部食べられることの喜びを味わったり、自信を持つことができるよう、子どもたち個々の状況により、食事量を調整した盛り付
けを行っている。食欲のある子どもには、おかわりもできるようにしている。幼児クラスは決まった席で、パーテーションを使用して
食事している。苦手な食材を一口でも食べられるように促すことはどうか、対応の仕方について保護者に直接伺い、確認している。午
前中の活動を十分楽しむこと、戸外遊びで身体を動かすことで、「お腹がすいたー」「ご飯がおいしいー」と感じ、野菜スタンプなど
の遊びにより興味を持ってもらうことが、食事を楽しむことにつながると考えて取り組んでいる。

体調不良後の登園時は、家庭と連携を取り、体調に合わせた調理方法で食事を提供している。お腹がゆるい場合には牛乳の提供をや
め、お茶に変えて対応したりしている。離乳食は、一人ひとりの子どもに合わせて、それぞれの咀嚼の進み具合など、家庭と連携をと
りながら対応している。保育士は個々の食事量を把握し、栄養士と情報共有を行っている。盛り付け量を加減し「全部食べることがで
きた！」「好きな食べ物をおかわりして食べた！」という経験や満足感を感じられるよう工夫している。食事前には、各クラスで献立
表を読みあげ、韓国の料理であれば「どんな国だろう」など話をし、興味が広がるようにしている。栄養士は子どもたちの食事の様子
を見ることや、お皿の返却時に保育士と残食を確認している。給食会議で話し合いをし、残食の多い食べ物はメニューの変更をしてい
る(蒸しパン→パンケーキ、豆乳プリンをやめるなど)。旬の野菜を使用したり、夏場にはそうめんなど、子どもたちが食べやすいよ
う、献立を工夫している。誕生会にはケーキを、クリスマスにはトナカイをあしらったミートローフを提供して、行事を意識した食事
を提供している。調理室では衛生マニュアルに基づいて作業を行っている。メラミン食器を使用し、熱風乾燥機で処理を行っている。

誰に対しても笑顔と親しみの気持ちを持って挨拶を行うことを、職員は心掛けている。子どもたちの登降時間はまちまちなため、クラ
ス担任だけでなく、どのクラスの子どもであっても、職員間で情報を共有し、日頃から保護者とのコミュニケーションを心掛け、声掛
けを行っている。市や各機関の子育て講座のお知らせや地域のイベントなど、子育て支援の情報を玄関に掲示している。保護者からの
相談は、クラス担任が受けることが多いが、園長や主任に報告、相談して、様々な角度から最善策を見つけることができるようにして
いる。保護者からの相談は、必要に応じて、クラス担任の他に園長や主任が同席している。保護者から受けた相談は、週ミーティング
の場で共有し、会議録に残し、全体で共有するようにしている。保育参加では、保護者が自分の子どもだけでなく、同年齢の子どもた
ちと関わる機会や、保育士と話す機会を作っている。保護者会では懇談の時間を設け、他の保護者と喜びや悩みを分かち合い、心が軽
くなるような横のつながりも作るようにしている。



【Ａ19】
Ａ－２－(２)－②
　家庭での虐待等権利侵害の疑いのある子どもの早期発見・早期対応及び虐待の予防に努めている。

a

＜コメント＞

Ａ-３　保育の質の向上

Ａ-３-（１）保育実践の振り返り（保育士等の自己評価） 第三者評価結果

【Ａ20】
Ａ－３－(１)－①
　保育士等が主体的に保育実践の振り返り(自己評価)を行い、保育実践の改善や専門性の向上に努めて
いる。

a

＜コメント＞
年間指導計画は、１期(４～５月)、２期(６～８月)、３期(９～１２月)、４期(１～３月)の４期に分け、各期毎に評価を行っている。
毎年、年度初めに栄養士を含めた全職員が「自己評価シート」に取り組み、年間の自己目標と職種別目標を立てている。目標に対して
園長面談を行い、取り組みの状況を確認している。９月には自己評価に加えて、園長との面談を行っている。その後、１月に自己評価
による振り返りを行い、今後の課題を探るなど、個々の成長につなげている。月間指導計画や週・日案についても、評価や反省の場を
設け、クラス毎に振り返りを行っている。結果は次月や次週の計画に反映している。主任、副主任による週・日案の評価はフィード
バックを行っている。主任、副主任が保育士の日々の疑問や相談に対応して、非常勤の保育士や経験の浅い保育士も安心して保育に取
り組んでいる。

毎朝、登園時の視診により、怪我をしていないか、いつもと違う印象を受けるところはないか、アザはないか、変わった様子はないか
などを確認している。目に触れない部分も、できるだけ確認するようにしている。視診の際に見つかった怪我やアザについては、保護
者に口頭で状況を確認している。時間をおいての確認にならないよう、早期発見、早期対応に努めている。休みがちな子どもについて
は、保育士間で状況を共有し対応している。保護者からのSOSや、市などの関係機関から情報があった場合は、保護者に寄り添って対応
している。職員間で情報の共有を行い、職員全体で親子の様子を観察し、温かく見守るようにしている。虐待など権利侵害の恐れのあ
る場合には、市の子育て支援センターや中央児童相談所などの機関に相談している。また、市の子育て支援センターや中央児童相談所
から、卒園児の家庭の様子について問い合わせがあった時には、情報の提供を行っている。


